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周囲にガスのさや(半径 dl)を生じる｡プレー ト･カソー ド間に適当なバイアスを順方rLILI-_+
向にかけてやると,W一線から飛び出した熱電子がHeI中に引き込まれ,いわゆる′■■′
btlbblestateを形成し,bubblestateをcarrierとする電流がプレー ト･カ ソー ド
間に生ずる｡
この時の電流一電圧特性は,二極真空管との類似 が よ く 成 り 立 ち , Spacecharge
limitedcu;rentと考えられる｡ただ,真空管の場 合 と 違 い , こ の 場 合 の "真空 "は










































¢｡- ln(d./ro)/ ln(d2/ ro)･Vc
L】
(8)
で与えられる｡ (Fig.4) ガスのさやの半径 dlは,W一線に与えるPower及びHe
の温度 (即ち,蒸気圧 )を変えると変化するo幸い,我々の所でマイクにロ波のテクニ ッ















となるo但 し, ¢Oは放電開始後のガスのさやにかかる電圧である｡ (Fig.4)
r=dl即ち,ガスのさやとHenの境界面でE(r)が連続という条件からHen中で,
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C-(¢｡/ln(d2/ r｡ ))2 -(21/〟)d2 (ll)
HeI中の電場は,
E(r)-(2Ⅰ/〟声(,2+.d*2)メ (1/,) dl<,<d2 (12)
ここで, d*2…(¢｡/ ln(dl/r｡))2･(/シ/2Ⅰ)-d12 (13)
となる｡(12)式には電流 Ⅰが含まれているから, E(r)を液体中の部分について積分する

















fは ¢｡の単調減少函数で, ¢｡- 0 即ち,Spacechargelimitedcurrentのとき,
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f(o)- 1 となる｡ (これはちょうど,マイナスイオンをW一線から引き出す時に実現
している｡ )プラスイオンの場合, (¢o/Vo)≡0･44だから,数値計算すると,
f(0.44)≡ 0･24 ′ (18)
となる｡･従って,プラスイオンもマイナスイオンと同程度のイオン数をHe且中に生成
できたことになる｡即ち,






























bility〟(T)を用い,簡単のため, carrierの熱拡散は考慮 していないo d‥ d2は今
われわれの実験に周いているDiodeの typical数値を代入 した.この場合, carrier
は約 0.15m secでプレー トに達 し,その後,約0･15m sec位でほぼ平衝値に近づ′い





















群が, criticalvelocityv｡に達 して, rotonをcreateする processに関与 して,
effectiveにより小さいmobilityをもっようになり,後続の carrierに追いつかれて,
chargeが空間的に収束 し(bunchilgeffect)振動波形を与えるものと考えられる｡































(4) 例えば, R‥J.I)onnclly :l】xpcrimcntalSupcrfluidity,
rhcuniversityofChicagoPress(1967)･
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液体 こうfleの相図は第1図に示されている通りで,原子間の相互作用は極めて強いに
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